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個別売上高の概数を速報値として、下記の通りお知らせいたします。

記

平成28年３月期（2015年度）個別売上高　四半期推移

（金額の単位：百万円）

第１四半期第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 通期

売 上 高 (Ａ) 29,344 － － － － － －

（ご参考）
平　成　27　年　３　月　期

(Ｂ) 27,465 28,794 56,260 22,924 28,936 51,860 108,120

対 前 年 同 期 比 増 減 率
YoY

(Ａ/Ｂ) 6.8% － － － － － －

対 前 四 半 期 比 増 減 率
QoQ

1.4% － － －

速報開示とは:

以 上

（コード番号 ６１４６ 東証第一部）

Ｉ Ｒ 室 長

（ＴＥＬ　０３-４５９０-１１１１（代表））

溝 呂 木 斉
会 長

平成27年7月1日

デ ィ ス コ株 式 会 社

代 表 取 締 役

平成28年３月期 第１四半期における、連結売上高及び個別業績（速報値）の発表は7月22日に、決算業績の発表は8月6日に
行う予定です。

速報開示とは、投資家の皆様に対し当社業績に関するリアルタイムでの情報提供を行うことを目的とし、四半期ごとに個別
売上高が判明した時点、及び連結売上高・個別業績が判明した時点で、それぞれ速報値として任意に開示をするものです。
なお上記の速報値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した監査終了前のものであり、実際の業績は
監査法人の精緻な監査による指摘により速報値と異なる可能性があります。

日本や欧米地域の半導体・電子部品メーカ各社が設備投資を活発化させたことにより、精密研削装置（グラインダ）を中心
に精密加工装置の出荷が堅調に推移しました。また、消耗品である精密加工ツールの売上高は、出荷数量の増加と為替の影
響により高い水準となりました。
これらの結果、四半期の個別売上高としては２四半期連続で過去最高を更新しました。

小 澤 伸 一 郎

平成28年３月期 第１四半期 個別売上高の速報値に関するお知らせ

当第１四半期の個別売上高は293億44百万円（YoY:6.8％増、QoQ:1.4％増）となり、直近の上期個別業績予想（売上高612億
円）に対して、47.9％の進捗率となりました。


